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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．経営成績 

 

(1)経営成績に関する分析 

 

当連結会計年度における連結経営成績につきましては、中小企業金融円滑化先に対しより精緻な引

当を行う等、不良債権の処理を積極的に進めましたが、平成 26 年 3 月期から新たな自己資本比率規制

（バーゼルⅢ）が導入されることを睨んだ株式等売却益の増加等により経常利益は、前年同期比 20 億

34 百万円増加し 99 億 78 百万円となりました。当期純利益は、前年同期比 9 億 64 百万円増加し 55 億

45 百万円となりました。 

なお、経常収益は、国債等債券売却益は減少したものの役務取引等収益及び株式等売却益の増加等

により、前年同期比 11 億 10 百万円増加し 399 億 94 百万円となりました。 

 

平成 27 年 3 月期の業績見通しは以下のとおりです。 

(単位：百万円) 

 平成 27 年 3 月期 

連結 単体 

経 常 利 益 6,900 6,800 

当 期 純 利 益 4,300 4,300 

 

(2)財政状態に関する分析 

 

当連結会計年度末の連結財政状態につきましては、預金等(譲渡性預金含む)は、前年同期比532億円

増加し1兆8,233億円となりました。 

一方、貸出金は、不良債権の最終処理を進めるとともに積極的な需資の開拓に努めました結果、前

年同期比 362 億円増加し 1兆 4,734 億円となりました。 

有価証券は、前年同期比 118 億円減少し 3,747 億円となりました。 

これらの結果、連結総資産は前年同期比 539 億円増加し、1兆 9,607 億円となりました。 

 

キャッシュ・フローでは、当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物は、前年同期

比 190 億円増加し、615 億円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比 212 億円増加し、88 億円となりました。これは

主に、預金の増加等によるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比 371 億円増加し、115 億円となりました。これは

主に、有価証券の償還による収入増等によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比ほぼ同額の△14 億円となりました。 

 

(3)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 

当行は、銀行としての公共的使命に鑑み、経営体質の強化を図るとともに、内部留保の充実にも意

を用いつつ、配当についても安定的な実施を基本方針としております。 

   当期末の配当金は 1株当たり 4円を予定しております。これにより、当期の配当金は中間配当金の 4

円と合わせて年間 8円となります。 

次期については、年間配当金は 1株当たり 8円（うち中間配当金 4円）を予定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱東日本銀行(8536)　平成26年3月期決算短信

2



 

2．企業集団の状況 

 
企業集団は、当行、子会社 4 社で構成され、銀行業務を中心に、信用保証業務などの金融サービスを

提供しております。 
 
〔企業集団の事業系統図〕 
 

  
 
（注）平成 26 年 4 月 1 日において、東日本ビジネスサービス株式会社が、東日本オフィスサービス株式会社を吸収合併しており、当行

の連結子会社は 3 社となりました。 

 

3．経営方針 

 

(1)経営の基本方針 

 

当行は、地域社会の繁栄に貢献し、地域社会から信頼される銀行になり、地域社会と共に発展してい

くことを念願しております。そのため、経営体質の強化改善に努め、地域社会のニーズに積極的にお応

えし、お客さまに満足していただけるサービスを提供することによって、「豊かな町づくり」に奉仕す

るよう努めております。 

 

(2)目標とする経営指標 

 

当行は、平成 26 年 4 月から第 16 次中期経営計画「Value Up 東日本 PARTⅡ～新たな挑戦と飛躍

を目指して～」をスタートさせました。 

目標とする計数は以下のとおりです。 

 

 
計画最終年度目標 

(平成 28 年 3 月期) 
平成26年3月期実績 

貸出金平均残高 1 兆 5,500 億円程度 1 兆 4,280 億円 

預金等平均残高 (譲渡性預金含む) 1 兆 8,300 億円程度 1 兆 7,393 億円 

預貸率 (平均残高ベース) 85％程度 82.1％ 

コア業務粗利益 320 億円程度 315 億円 

コア業務純益 85 億円程度 85 億円 

当期純利益 45 億円程度 54 億円 

コア資本比率 (国内基準) 計画期間中 9％程度 9.3％ 

普通株式等 TierⅠ比率 (国際基準) 計画期間中 8％程度 8.0％ 

本店ほか支店 76 出張所 2
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(3)経営戦略及び対処すべき課題 

 

東京を中心とした首都圏の都市機能の集積と高度化は、引き続き着実に進んでいくと思われますが、

とりわけ 2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催が決まったことで、関連施設や都市機能の

整備を伴いながら、一段と加速していくと考えられます。このような趨勢は、東京地区を中心に新規開

拓とお客さまとの関係強化という独自のビジネスモデルを推進してきた当行にとっては極めて望まし

いビジネス環境であり、この機を捉え経営資源の積極的な集中により収益力の強化に向けた取り組みを

一層強力に進める必要があると考えます。 

一方、メガバンクはもちろんのこと、地域経済の低迷を背景に地域金融機関の首都圏進出がこのとこ

ろ加速し金利競争も激化していることから、当行を取り巻く競争環境はかつてないほど厳しいものにな

ると予想されます。 

当行としては、先人の遺産ともいえる｢立地の優位性｣を活かすべく、これまで培ってきたきめ細かな

対面取引と提案力を重視した営業という武器に一層の磨きをかけながら、諸施策を強力に推進し新たな

挑戦に挑んでいくことで、厳しい競争環境を勝ち抜き次の飛躍につなげていくことが必要です。 

 こうした環境のもと、当行は、平成 26 年 4 月から第 16 次中期経営計画「Value Up 東日本 PART

Ⅱ～新たな挑戦と飛躍を目指して～」をスタートさせました。 

本中期経営計画は、東京を核とした首都圏において中小企業を中心とした貸出を強化していくという、

第 15 次中期経営計画における成長戦略を踏襲し、前計画期間を含めて全体として 5 年間の計画と位置

付け、期間を 2年間としております。 

今後とも、経営体質の強化及び合理化・効率化を推進し、経営の健全性の確保と業績の一層の向上に

努めるとともに、ますます多様化・高度化するお客さまのニーズに的確に対応してまいる所存です。 
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(5)継続企業の前提に関する注記 

 

該当事項はありません。 

 

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 

該当事項はありません。 

 
(7)追加情報 

 

 (会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平

成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただ

し、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く）、

当連結会計年度末から、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債とし

て計上しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な扱いに従っ

ており、当連結会計年度末において、税効果調整後の未認識数理計算上の差異及び会計基準変更

時差異の未処理額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額として計上しておりま

す。 

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が7,368百万円計上されております。

また、繰延税金資産が379百万円増加し、その他の包括利益累計額が688百万円減少しております。 

 

(未適用の会計基準等) 

退職給付に関する会計基準等（平成 24 年５月 17 日） 

   (1)概要 

当該会計基準等は、財務報告を改善する観点及び国際的な動向を踏まえ、未認識数理計算上

の差異及び未認識過去勤務費用並びに会計基準変更時差異の処理方法、退職給付債務及び勤務

費用の計算方法並びに開示の拡充を中心に改正されたものであります。 

    (2)適用予定日 

当行は退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改正については、平成 26 年４月１日に開始

する連結会計年度の期首から適用する予定であります。 

   (3)当該会計基準等の適用による影響 

    当該会計基準等の適用による影響は、軽微であるため記載を省略しております。 

 

（税効果会計関係） 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成 26 年法律第 10 号）が平成 26 年３月 31 日に公布さ

れ、平成 26 年４月１日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が廃止されることとなり

ました。これに伴い、平成 26 年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異に

かかる繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の 37.92％から

35.55％となります。この税率変更により、繰延税金資産は 109 百万円減少し、法人税等調整額は

109 百万円増加しております。 
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(8)連結財務諸表に関する注記事項 

 

(セグメント情報等) 
 

【セグメント情報】 

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

【関連情報】 

前連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日) 

１．サービスごとの情報 
    (単位：百万円) 

 貸出業務 
有価証券 
投資業務 

その他 合計 

外部顧客に対する 
経常収益 

29,004 5,601 4,277 38,883

(注)一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1) 経常収益 

当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益

の 90％を超えるため、記載を省略しております。 

(2) 有形固定資産 

当行グループは、本邦以外の国又は地域に所在している有形固定資産がないため、記載を省略し

ております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客に対する経常収益で、連結損益計算書の経常収益の 10％以上を占めるものがないため、

記載を省略しております。 

  

当連結会計年度(自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日) 

１．サービスごとの情報 
    (単位：百万円) 

 貸出業務 
有価証券 
投資業務 

その他 合計 

外部顧客に対する 
経常収益 

28,651 6,731 4,611 39,994

(注)一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1) 経常収益 

当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益

の 90％を超えるため、記載を省略しております。 

(2) 有形固定資産 

当行グループは、本邦以外の国又は地域に所在している有形固定資産がないため、記載を省略し

ております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客に対する経常収益で、連結損益計算書の経常収益の 10％以上を占めるものがないため、

記載を省略しております。 
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

該当事項はありません。 

 

【関連当事者情報】 

関連当事者との取引について記載すべき重要なものはありません。 

 
 
(１株当たり情報) 
 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

１株当たり純資産額 554円88銭 573円11銭

１株当たり当期純利益金額 25円94銭 31円40銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 25円91銭 31円28銭

 

(注) １．１株当たり純資産額の算定に用いられた当連結会計年度末の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度末 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度末 

(平成26年３月31日) 

純資産の部の合計額 百万円 98,200 101,546

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 198 332

うち新株予約権 百万円 59 144

うち少数株主持分 百万円 139 187

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 98,001 101,214

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
期末の普通株式の数 

千株 176,617 176,604
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２.１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであ

ります。 

 

 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額 

当期純利益 百万円 4,581 5,545

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る当期純利益 百万円 4,581 5,545

普通株式の期中平均株式数 千株 176,623 176,611

 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

当期純利益調整額 百万円 ― ―

普通株式増加数 千株 213 690

  うち新株予約権 千株 213 690

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり当期純利益金額の算定に
含めなかった潜在株式の概要 

 ――――― ――――― 

 
 
 (重要な後発事象) 

該当事項はありません。 
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(4)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
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６．その他 

役員の異動（平成 26 年 6 月 26 日付） 

（1）昇格予定取締役 

専務取締役 越阪部 勝実（現 常務取締役）

常務取締役 加藤 健一 （現 取締役ビジネス戦略推進部長） 

常務取締役 本田  修  （現 取締役経営企画部長）

（2）退任予定取締役 

現 専務取締役 水田 敏夫 （東栄㈱取締役社長就任予定）

現 常務取締役 伊藤 均  （東光㈱取締役社長就任予定）

現 取締役 小島 正年 （東日本保証サービス㈱取締役社長

就任予定）
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